
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ

素
材
を

交
通
安
全
グ

ズ
に
再
利
用

ス
ペ

ス

小
学
生
に
配
布

　
商
業
施
設
な
ど
の
空
間
設
計
を
手
掛

け
る
ス
ペ

ス︵
東
京
都
中
央
区
佐
々

木
靖
浩
社
長
︶
は

Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
名
古

屋
︵
名
古
屋
市
中
村
区
︶
に
設
置
さ
れ

た
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ

の
素
材
を
再
利

用
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ

ホ
ル
ダ

を

地
元
の
小
学
生
に
配
布
す
る

配
布
に

先
立
ち

２
０
２
２
年

月

日
に
Ｋ

Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
名
古
屋
で
寄
贈
式
を
開
き


中
村
区
安
心
・
安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ

く
り
推
進
協
議
会
︵
渡
邉
豊
会
長
︶
か

ら
目
録
と
感
謝
状
を
受
け
取

た


　
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ

ホ
ル
ダ

の
配
布

は

Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
名
古
屋

自
動
車
樹

脂
金
型
の
組
立
販
売
な
ど
を
手
掛
け
る

プ
ラ
セ
ス
︵
愛
知
県
豊
川
市

甲
村
尚

久
代
表
取
締
役
︶
と
の
共
同
の
取
り
組

み
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ

の
素
材
に
は


暗
い
場
所
で
光
る
蓄
光
プ
ラ
ス
チ

ク

が
約
５
万
個
使
わ
れ
て
い
る

こ
れ
を

キ

ホ
ル
ダ

に
再
利
用
す
る
こ
と

で

暗
が
り
で
の
交
通
安
全
を
啓
発
す

る

キ

ホ
ル
ダ

は
１
０
０
０
個
制

作
し

２
月

日
に
中
村
区
内
の
小
学

校

校
に
配
布
す
る


　
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ

ホ
ル
ダ

の
企
画

に
携
わ

た
ス
ペ

ス
の
尾
西
雄
一
郎

ク
リ
エ
イ
テ

ブ
デ

レ
ク
タ

は

﹁
蓄
光
プ
ラ
ス
チ

ク
は
自
動
車
の
内

装
材
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
た
も
の
で
環
境

に
優
し
い

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
が

終
わ

た
後
も
ご
み
に
な
ら
な
い
ツ
リ


に
し
た
い
と
考
え

交
通
安
全
グ


ズ
の
寄
贈
に
至

た
﹂
と
企
画
の
経
緯

を
説
明
し

﹁
交
通
安
全
意
識
の
向
上

に
つ
な
が
れ
ば
う
れ
し
い
﹂と
語

た


渡
邉
会
長
は
﹁
子
ど
も
た
ち
の
交
通
安

全
意
識
の
向
上
に
つ
な
が
る
キ

ホ
ル

ダ

を
い
た
だ
き

感
謝
し
て
い
る
﹂

と
述
べ
た


　
ツ
リ

に
使
わ
れ
た
蓄
光
プ
ラ
ス
チ


ク
は
自
動
車
の
内
装
材
が
原
材
料


約
１
カ
月
か
け
て
制
作
し
た

﹁
ラ
イ

ト
ダ
ウ
ン
﹂
を
テ

マ
と
し
た
ク
リ
ス

マ
ス
イ
ベ
ン
ト
﹁
暗
が
り
の
ク
リ
ス
マ

ス
﹂に
使
用
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で
は
あ

え
て
照
明
を
抑
え
て
ツ
リ

を
展
示


電
力
逼
迫
︵
ひ

ぱ
く
︶
な
ど
を
背
景

に

電
気
を
当
た
り
前
に
使
う
日
常
に

思
い
を
は
せ
る
き

か
け
と
し
た


左
か
ら
ス
ペ

ス
の
山
口
弘
晃
名
古

屋
本
部
長

渡
邉
会
長

Ｊ
Ｐ
ビ
ル

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
柴
田
浩
明
課
長


プ
ラ
セ
ス
の
甲
村
代
表
取
締
役

日刊建設工業新聞 2 0 2 3 年 0 1 月 1 0 日 0 0 3 面 0 1 版 N o . 1 0


